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令和 8 年７月 11 日、韓国の全北特別自治道淳昌郡の肉牛農場（韓牛、８頭飼養）に

おいて、ランピースキン病（LSD）が約１年７か月ぶりに発生しました。 

 

国内では令和６年 11～12 月に福岡県、熊本県の乳用牛飼養農場において、初めて 

発生しました。法的強制力のある防疫対策が行えず、感染が拡大したことを踏まえ、 

令和 8 年７月１日付で、ランピースキン病は家畜伝染病予防法の家畜伝染病に位置付け

られました。発生した場合、感染牛の生乳出荷中止、隔離及び殺処分等の防疫措置が 

取られることとなります。 

 

本病は感染牛の移動のほか、蚊、サシバエ、ヌカカ等の吸血昆虫（ベクター）により

感染が拡大します。牛飼養農家の皆様は、飼養衛生管理を徹底するとともに、平時より

害虫対策を講じていただきますよう、よろしくお願いいたします。また、本病は全身の

皮膚の結節や発熱、乳量の低下等の症状を呈します。早期発見のために毎日しっかり牛

の状態を観察し、本病を疑う症状を確認しましたら速やかに家畜保健衛生所までご連絡

ください。 

 

詳しい情報やサシバエ対策は下記ホームページについてもご確認ください。 

農林水産省「ランピースキン病に関する情報」 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/lsd.html 

 

 

症状・侵入防止対策については次頁もご確認ください！ 
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韓国でランピースキン病が発生！ 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/lsd.html


 

 


